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に槻呈する」拾，陳が極めて小さく微光なので，海王星の場合には極めて困難
な事になる．然し，過去に於て分光器がリク天文豪で此の問題にうまく尊卑さ
れ，其の結果，海王星は16時間よりやS短時間の周期で正順に自縛して居るこ
とが鐸つた．尚は此の値は理論tc依って推定されたものと充分一致を見て居る
のである；斯くて，海王星は（天王星を除けば）他の凡ての遊星と同様，同方向
に自遷して居ると思はれ，唯一の術星が既知の逆行骨脂をして居るとの見解が
ある事實は，勿論太陽系の起原に關する如何なる理論にも，重大な役割を演ず
るものである．（佐登見澤）
　　　　　　　　　　　日光利用法について
理學博士　李山清次氏割く：
　　　　クイ　ムサンマ ロ　日光利用法で，唯一つ都合の悪い貼は，汽車の獲着時刻との喰違ひである．國
際列車が國内を縦横に貫く大陸諸國，又は米國の如く汽車の蓮絡が非常に複雑
で，容易に癒着時刻を攣へられぬ所では，時計を一度に一時聞進めるのは容易
ではない．それを何とか出面ないかといふに，一度に一時聞進める代りに，日
に一分づS六十日間（例へば，三月1日から四月29日まで）時を進めることにす
れば，少しも無理なことはなぐなる．この：方法は・未だど～二の國にも言行され
てるないが，確かに良い：方法であるから，日本が率先して，それを面戸すべき
である．更に：，また，一時間の代りに一時間宇・帥ち・日に一分つつ・九十日
間，時計を進めるととにすれば，一層効果的である・秋になって・時計を遅ら
す場合は，日に一分づっ六十日間，或は，九十日間，遅らせばよいので，少し
も面倒なことはなV・．自然熟路等の純學術的な方面に，日光利用法の如き人工
的の時を用ぴることは不適當である．然し，それには現に天文學に於て行はれ
てるる世界時といふ標準時がある．純心術的なとと，及び國際通信などには，
世界時を用ひるのがよい．（讃曹より）
山率一清博士目く：
　“日光利用法”は，サムマ・タイムばかりでない．省ほ其のほかに“標準時攣
更法”といふ新方法がある．李山博士たるもの・之れを知らぬことはあるまい．
知って居らるL以上，之れについての御意見が伺ひたいものである，一毎日
一分づっ60日間（或は90日間）も時計の針をづらせる技術はむつかしく無いが・
づらした結果の祠：會（天文家も，氣象亡者も，統計學者も，交通や通信の更訂
者も，皆，杜會の一部である）の混翫は堪ったものでない．標準時や世界時と
の間の換算が面倒で，一種：の“換算暦”といふものを天文豪は作製しなければ
ならない．亭山博士のやうな計算術の専門家は，換算に面倒は感ぜられぬだら
う．（現に同氏はメ1トル法に反封で，尺貫法の主張者なのだから．）しかし，
二二の人は換算を最も嫌ふのだ．そのため，メ1トル法だつて未だに：國内に徹
底しないのだから………
